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　中小企業団体中央会は、各都道府県に一つ設置された47の都道府県中央会と、中央に全国中
央会があり、中小企業等協同組合法に基づき、中小企業組合の連携支援機関として設置されて
いる団体で、組合等を会員として、国・県の助成金等により運営され、組合及び中小企業の健
全な発展を図ることを目的としています。
　佐賀県中小企業団体中央会の主な事業は次のとおりです。

1 支援事業

2 金融の相談・あっせん

3 教育・情報提供事業

4 調査・研究事業

5 組合助成事業

6 共済事業

7 青年部活動

8 建議・表彰・親睦・その他

●組合設立　　　　　中小企業の組織化に関する一切の支援
●窓口相談　　　　　組合並びに組合員の運営・経理・労働・金融・税務・情報化等の相談
●巡回相談　　　　　指導員の巡回による組合運営等の支援
●労働相談　　　　　労働問題全般についての支援
●個別専門指導　　　弁護士・公認会計士・税理士・中小企業診断士・各コンサルタント等の専門家による指導

●金融あっせん　　　商工中金をはじめ政府系金融機関等への事業資金の融資相談
●共同施設設置相談　中小企業高度化資金の導入指導等
●制度金融の相談　　組合共同事業資金等の県の各制度資金等の相談

●講習会・研修会の開催　　●情報の提供　　●教育器材の貸出　　●情報連絡員の設置

●各種実態調査　　●研究会等の開催　　●各種委員会・懇談会の開催

●中小企業連携組織等支援事業　●組合等の情報化対策事業　
●小企業者組織化指導事業……以上の事業の経費に対する助成

●中小企業倒産防止共済制度　　●特定退職金共済制度　　●総合保障共済制度
●企業年金保険制度　　●所得補償制度　　●中小企業オーナーズプラン　　●中小企業PL保険制度
●火災共済制度　　●自動車事故見舞金共済制度　●個人情報漏えい賠償責任保険制度

●中小企業青年経営者・後継者の資質の向上のための研修会の開催やそれに対する助成

●中小企業対策の強化・推進のために国・県等に対する建議陳情
●事業運営の優秀な組合及び功労役職員の表彰、国・県に対する表彰者の推薦

「協同組合 佐賀県鉄構工業会」
アドレス: http://saga-sfc.jp/

　組合ホームページ探訪

　協同組合佐賀県鉄構工業会は、主に建設現場で使う鉄骨の骨組
み等の構造物を作っている県内企業によって結成されている組合
です。
　青年部活動も活発で、今メディア等で話題の「ゲンバ男子」で
ある若手組合員・後継者の皆さんは、佐賀県中小企業青年中央会

（佐賀UBA）の活動にもよく参加していただいています。
　組合ホームページでは組合の基本的な紹介のほか、業界の事を
知るミニ情報も見る事ができます。なかなか知る事のない業界の
一端を覗いてみてはいかがでしょうか。



「地域の皆様に喜ばれる事こそが、
　　　　　　　　　　　商売の神髄」

佐賀県電器商業組合　理事長　松下義孝　氏
（ユーデン松下　(株)松下デンキ 代表取締役）

―本日はよろしくお願いします。
　まず、佐賀県電器商業組合についてお教えください。

松下　はい、佐賀県電器商業組合は、組合名を読んで字のごと
く、家電製品を中心とした電気製品一般を販売する地域の電
器屋の組合として組織化された組合です。その歴史は古く、
当初は「小さくても強くなろう、手をつないで大きくなろう、
流通の主導になろう、店はお客様のためにある、一致協力し
て地域小売店の発展を築こう」という理念を掲げ、「佐賀県ラ
ジオテレビ電機組合」として昭和36年10月に県から設立認
可をいただきました。その後名称を「佐賀県電器商業組合」
に変え、以降今日まで地域の皆様に対し、時代に応じた様々
な家電製品を提供し、暮らしを豊かにするライフパートナー
である街の電器屋さんの中核組織として続いて来ております。

　　現在は、基本推進活動事業として「あなたの街の電器店活
動」を実施しており、面倒見のよい、安心して相談にのって
もらえる街の電器屋さんとしてスピードと親切対応をモッ
トーに活動しております。

―組合員の推移はいかがですか。

松下　ご想像の通りかと思いますが、残念ながら減少傾向です。
手元資料でみると、昭和59年には280名を数えた組合員も、
直近では121名と半数以下に減少しております。組合員減少
の理由はいくつかありますが、大型家電販売店との競争の他、
経営者が高齢化し、廃業を選択する組合員も出て来ていると
いうのが現状です。そうした状況ではありますが、現在残っ
ている組合員は地域のお客様としっかりと信頼関係を結び、
現在の厳しい状況の中、しっかりと地域の皆様の為の仕事を
していると自負しております。

―なるほど。そうした組合員の皆さんを支えている組合の事業
についてもお教えください。

松下　近年組合の総力を挙げて行ったのが、県から委託を受け
て平成21年〜23年にかけて行った「地デジ県民サポートセ
ンター」事業です。国内のテレビ放送が「地上波デジタル放送」
に完全移行したのは平成23（2011）年でしたが（その後も
2015年３月まで、ケーブルテレビの受信世帯を対象にデジ
アナ変換というアナログ放送サービスが継続）、地上波アナ
ログ放送停波３年前から、スムーズな地デジ移行を促す為に、
県民からの相談や、アンテナ設備対策に関するキャラバン広
報、地デジ説明会、各世帯におけるアンテナ設備などに関す
るアドバイス等、さまざまな事業を実施いたしました。この
ほか、各地区における「消費者懇談会」の実施、「安全点検技
術講習会」「修理技術研修会」等、組合員向けの研修会の開催、
時代の要請である創エネ、省エネ、蓄エネの知識を習得し、

消 費 者 に 対 し
て適切なアドバ
イスを行う「ス
マートライフコ
ンシェルジュ」
の認定推進、こ
れに併せて、組
合員各店に組合
員としての「の
ぼり」・「ステッ
カー」を掲示し、
お客様の家電困
りごとや住まい
の相談に対応す
る「家電・住い
のご相談　安心
便利な近くの電
器店」活動を積極的に行っています。また、目玉事業の一つ
としてですが、「高齢者宅無料点検訪問」を実施しています。
これは、各組合員がチェックシートをもってそれぞれの馴染
のお客様や、かつて取引のあったお客様等高齢者宅に無料で
お伺いし、買っていただいた家電等の調子を点検させていた
だき、簡単な修理や整備なら無料で行う、という取組です。
そうして高齢のお客様の家を回らせていただく事で、ある種
の社会貢献となると同時に、昔と比べて圧倒的に電気代が安
くなったエアコンや冷蔵庫の新製品のご紹介・提案をする事
が出来るなど、新たな商談にも繋がっていくわけです。正直、
仕事の合間にボランティア的に回るというのは大変なのです
が、自らの為にもなると思って月に５件は訪問するように組
合員にはお願いしているところです。

―お話をお伺いすると、どちらかといえば社会貢献的な、今の
言葉でいうとソーシャル・ビジネス的な事業にも力を入れて
取り組んでおられるのですね。

松下　現代人の生活にとって、電化製品はもはや無くてはなら
ない必需品ですよね。その必需品をお客様により正しく、今
日では環境問題等にも配慮しながら便利に楽しく使って頂く
為には、どうしても人と人との関わり合いが密にならざるを
えません。私達は、大型家電店のように、ただ家電品を「商
品」と見做してポンと売ってお終い、ではなく、それをより
便利に使い、地域の消費者の皆様に豊かな文明生活を送って
いただくことを当初より組織化の目的としているため、今で
いうソーシャル・ビジネス、つまり社会貢献的な事業を行う
事も目的の一つなのです。そうやって、地域のお客様の便利
で快適で豊かな生活に貢献し、お客様に喜んでいただく事が、
私達のビジネスに繋がっていく・・・こうした、地域住民の
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豊かな生活と私達のビジネスという「循環」を維持し、保っ
ていく事が組合の存在意義と言えると思います。

―そうした、永年に亘る社会貢献が認められて…・

松下　はい（笑）、「福祉・保健衛生、くらしの向上」に貢献し
たということで今年５月９日に「平成28年度県政功労者知
事表彰式」にて表彰の栄誉に浴する事が出来ました。諸先輩
方から今日の組合員に至るまで、私達が地域の為に一所懸命
やってきた活動が公にも認められたということで、組合員一
同感激の、非常に嬉しい出来事でした。

―本誌No.215で記事にもさせていただきました。しかし、そ
うしたソーシャル・ビジネスの側面も大きい「街の電器屋さ
ん」の減少は、これから本格的な高齢化社会を控えた地方で
は少し気になるところですね。　

　
松下　後継者問題は私達の組合にとっても大きな課題ではあり

ます。しかし、若手がこの業界に全く入ってこないというわ
けではありません。これはみやき町の組合員の事例なのです
が、そこの息子さんは、学校卒業後にある大会社に就職した
そうです。大きな企業ですから将来は安泰のはず。ところが、
街の電器店で働く父の姿を見て、その企業を辞めて後を継ぐ
決意をしたそうです。理由を尋ねると、大企業のサラリーマ
ンは確かに色々と恵まれているし、よほどの事が無い限り将
来は安泰かもしれないけれど、お客様と直接触れる機会が少
なく、繋がりを作る事が難しい。その為に、本当に自社で取
り扱っている製品が喜ばれているのかどうかを確認する術が
なかなか無い。ところが、父親が地域のお客様の為に一所懸
命仕事をし、そのお客様からの笑顔と「ありがとう」の感謝
の言葉を直接受ける姿をみて、「お客様の顔を見る事が出来る
仕事」こそが本当にやり甲斐のある仕事なのだと思って、継
ぐ決心をしたのだそうです。これこそまさに、私達の仕事の
神髄なのですが、それを理解してこの業界に入って来てくれ
る若者も居るという事がわかり、頼もしく思いました。

　　また、そうした「後継ぎをする」以外にも、とある大手家
電メーカーでは、社員の中から地域で家電店を開かないかと
独立開業者を募集する試みを行ったところ、実際に応募者が
居て開業に向けて準備しているといった事例もあります。
メーカーとしても地域の販売網を失うわけにはいかないで
しょうし、我々地方における組合・業界としてもこうした取
組は嬉しい動きですね。

―これから特に高齢化社会が進む地方にとっては、無くてはな
らない御商売かとはおもいますが、課題等ございますでしょ
うか。

　　　
松下　今お話をしている後継者問題はひとつの課題ですが、申

しました通り希望が無い事わけでもありません。それよりも、
今気になっている事は、私達の仕事について、より多くの人
に伝わっているのかどうか、という点ですね。組合として色々
と共同宣伝事業を行ってはおりますが、個人事業主が大半の
組合員一人一人の力ではＰＲにも限界があり、どうしても馴
染のお客様だけに情報拡散の範囲が止まってしまいがちで
す。ご紹介しました「高齢者宅無料点検訪問」事業など、本
当に地域社会の為にもなる良い事業に関しては、これまで私
達の組合員と繋がりを持っていなかった独り暮らしの高齢者
などにも是非知っていただきたいのです。時折新聞等にも取
り上げていただいたりはしますが、更に注目していただけれ
ばありがたいと思います。

―皆さんの技術やサービスを知れば、消費者も街の電器屋の存
在の大きさに気付いてくれるはずですよね。

松下　例えば、修理対応一つとっても、私達は技術研修などで
学び、いざ故障や不具合があればとりあえず訪問をし、顔を
見せて安心していただく所から始めます。家電の修理に関し
ては昔は腕のみせどころの一つでもありました。今は特定部
分の基盤そのものを交換したりと、昔に比べて修理自体はさ
ほど難しくなくなっているのですが、大手の家電量販店など
にはそもそも修理担当技術者を置いてすらいませんので、す
べてメーカー対応になってしまいます。「いざ」という時に頼
りにならないなら、いくら安く売ってもお客様は離れていく
だけではないでしょうか。その点、私達は常に勉強を欠かさ
ず何とかお客様に安心していただけるように心がけておりま
す。たとえば、最近の家電は不具合があると「エラー表示」
がされるものが殆どです。そのエラー表示がどの部分の不具
合なのか、スマートフォンを駆使してエラーコードを調べ、
判断するというような事も現場対応で行っています。技術者
はＩＴも含めて、常に最新技術に関心を持ち、現場で使える
ようにしておかねばなりません。お客様との関係を一過性で
終わらせないように、普段から顔の見えるキメ細かいサービ
スを心掛けていれば、お客様からの紹介で別のお客様が増え
ていく、という良い循環が出来てきます。こうした、地域の
皆様に喜ばれる事こそが、商売の神髄ではないでしょうか。

―本日は素晴らしい話をありがとうございました。最後に、組
合のＰＲと、松下理事長の人となりのご紹介の為、ご趣味、
座右の銘などをお聞かせください。

松下　私達の組合は平成24年に50周年の節目を迎えました。
これも偏に地域の皆様のご支持のお陰であると思います。こ
れから次の50年に向けて、時代の要請に応じた家電製品を
皆様のご家庭にお届けし、皆様の暮らしを豊かにするライフ
パートナーであり続ける努力を続けていきすので、どうかこ
れからも組合と組合員をご愛顧ください。それから、趣味・・
ですか（笑）？これは胸を張ってご紹介できるのですが、私
の趣味は「写真」です。県内各地を巡り、有明海でムツゴロ
ウを撮影したり、アオサギの巣で育つ雛を撮ってみたりと、
折々の自然の風景、街の風景など、人の心に残る写真を撮り
たいと思って日々精進しています。写真展にも作品を出品し
ていますので、どこかで皆様にも作品をご覧になっていただ
けるかもしれませんね。また、座右の銘としているのは『道
に志し、徳に拠（よ）り　仁に依（よ）り　芸に遊ぶ』とい
う「論語」の言葉です。その意味は、「学問の道にはげみ　心
や行いを正しくし　人にやさしく　そして芸術も楽しむ」で
す。

―まさに理事長の人となりを表しているような、素晴らしい言
葉ですね。貴重なお時間をありがとうございました。

佐賀県電器商業組合
「家電の事なら何でもご相談ください！」
〒840-0041 佐賀市城内２丁目2番16号　
TEL 0952-22-9130／FAX 0952-28-3921
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　平成28年7月19日（火）、20日（水）の二日間に
わたり、中央会夏期恒例の「中小企業組合トップ
セミナー」を、嬉野市嬉野町「観光ホテル大正屋」
にて開催しました。

平成２６年度中小企業組合トップセミナー盛会に開催！平成２8年度中小企業組合トップセミナー盛会に開催！

　セミナー第一日目は、テレビ番組のニュース解説等でもおなじみの時事通信社特別解説委員　田﨑史郎氏を迎え、「これからの
政局のゆくえ」をテーマにお話いただきました。
　講演は、テレビ番組の裏話を交えた導入の話で参加者の興
味をつかむと、７月10日に投票が行われた参議院議員選挙を
受けて、勝利した安倍政権の改造内閣人事がどうおこなわれ
るのか、ひいては、それによって私達中小企業の経営にとっ
て数年次にわたり影響するであろう安倍政権の経済政策がど
う変わるのかに関して、ご自身の豊富な人脈と知見に基づき
お話をされました。氏のお話の中で、『政治は「情」が５割、
残りの５割が利（利益）と理（ことわり）で決定される』と
いう言葉は、理論理屈だけが決定的な意思決定の要因とはな
らないという事をはっきりと示しており、人間社会の機微を
垣間見させ、会場の関心を集めました。また、改造内閣人事
に関して、講演当時はまだ報道に出ていない裏情報とともに
予測を披露、アベノミクスの加速を予想しました。その内容
の当否につき、当たっていたら「当たっていた」と思い出し
ていただければ嬉しい、外れていたとしても「人間社会や政
治は何が起こるかわからないから外れたんだな」と思ってほしいとお話になり、会場からは笑みもこぼれる場面もあり、会場万雷
の拍手のうちに終了しました。

　第一日目の夕刻にはセミナー参加者による「交流懇親会」を開催
しました。当日の講演内容や、参加者それぞれの業界、組合について、
あるいは日本経済や世界情勢等々について、参加者同士で普段はな
かなか意見を交わさない様々な情報交換をしながら大いに交流・親
睦を深めました。

　セミナー第二日目には、ランチェスター戦略コンサルタン
ト福永雅文氏をお迎えし、ビジネス戦国時代を生き残る知恵
を修得するため、「真田三代四将 〜幸隆・昌幸・信之・幸村
〜 に学ぶ弱者逆転の戦略」をテーマとして、現在ＮＨＫ大河
ドラマで放送されている「真田丸」で描かれる真田幸村（信繁）
とその一族の戦い方に描かれた「小が大に勝つ方法」を事例
とした講演を行いました。福永氏は戦国時代がどういう時代
だったかという復習からお話を始め、九州の状況、全国の状
況など様々な戦国時代のエピソードをまじえながら、最終的
に真田一族がどうやって明治まで命脈を保ったのか、自身の専門分野であるランチェスター戦略に照らし合わせながらエピソード
を解説し、ビジネスにどう応用していくべきかについて豊富なヒントを参加者に提示、参加者は興味深そうに聞き入っていました。
　当日は暑い中でセミナーに参加いただきました会員の皆様、誠にありがとうございました。中央会ではこれからも様々なセミナー
等、中小企業経営に資する、また組合研修として役立つイベントを企画・実施していきますのでご期待ください。
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　去る７月８日（金）より、標記補助金の募集が開始されております。本補助金の目的は「国内外のニーズに対応したサー
ビスやものづくりの新事業を創出するため、認定支援機関と連携して、革新的なサービス開発・試作品開発・生産プロ
セス改善を行う中小企業・小規模事業者の設備投資等を支援する」ものです。事業の概要は以下のとおりとなります。

補助対象者　　日本国内に本社及び開発拠点を有する中小企業者

補助対象事業　「革新的サービス」「ものづくり技術」
　なお、今回の第２次公募では、採択予定件数は全国で概ね100件程度、７月１日に施行された中小企業等経営強化法
に関する「経営力向上計画」の取組みも支援します。具体的には、一般型類型の応募者が『有効な「経営力向上計画」
の認定を受けたことが確認できた場合』には、審査において加点されます。
　「公募要領」「申請書」様式等、本補助事業に関する詳細等につきましては、まず本会ホームページ「ものづくり」特設
ページをご覧になり、内容に関して必ずご確認ください。

「ものづくり」特設ページURL　⇒ http://www.aile.or.jp/monodukuri/h27/index.html

平成２7年度

補　正 「ものづくり・商業・サービス新展開支援補助金」

「佐賀県地域事務局」
〒840-0826　佐賀市白山二丁目１番１2号　佐賀商工ビル６階

佐賀県中小企業団体中央会 内　　
ＴＥＬ  0 ９ ５ 2 － 2 ３ － 4 ５ ９ 8 ／ ＦＡＸ  0 ９ ５ 2 － 2 ９ － 6 ５ 8 0

第２次公募について
【公募期間】　平成２８年７月８日（金）～８月２４日（水）＜当日消印有効＞　

　　　　中小企業団体全国大会のご案内
　全国の中小企業者による決意表明と、国への中小企業対策の更なる拡充要請を全
国規模で行うための「第68回中小企業団体全国大会」が来る10月19日（水）、「団結
は力　見せよう組合の底力！」をテーマとして、石川県金沢市「いしかわ総合スポー
ツセンター」を会場として開催されます。大会には、全国から参集する約2,500人
の中小企業組合の代表者とともに、関係大臣、政党代表、中央官庁の長等にもご臨
席いただく予定です。
　なお、今年度も中央会オリジナル・ここでしか体験できない特別コースを巡る、
満足度の高い全国大会参加ツアーを企画・実施いたします。間もなく会員の皆様に
はご案内をお届けしますが、九州在住者にとって滅多に足を運ぶ機会のない石川と
周辺地域を巡る中央会オリジアルツアーで、見聞を広めて事後の自社経営のヒント
にしていただければ幸いです。
　案内がございましたら、宜しく参加ご検討をお願いします。詳細につきましては
決定次第本会ホームページ（http://www.aile.or.jp/）にも掲載予定です。全国大
会・ツアー内容につきましては担当者（電話　0952-23-4598　担当：中島）まで
お問い合わせください。

日　時：平成28年10月19日（水）13：00～16：00
場　所：石川県金沢市「いしかわ総合スポーツセンター」
主　催：全国中小企業団体中央会
大会参加料：6，000円（本会ツアーをご利用の方は別途ツアー料金が必要です）

第６8回
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　九州の中小企業のトップ関係者が一堂に会し、団結による地域経済への貢献と自らの発展の決意表明を行い、以って
国等に対して強力に中小企業施策の要請を行う為の「中小企業団体九州大会」が、「組合と共に明日を拓く！～九州はひ
とつ、復興へ共に挑戦～」をテーマに、来る９月８日（木）、鹿児島県鹿児島市「鹿児島市民文化ホール」にて開催され
ます。大会では各種重点要請事項の決議のほか、長年にわたり組合制度発展に協力し、また組合活動に貢献している組
合や功労者への表彰が行われます。
　今回の九州大会は、４月14日、16日に発生した熊本地震により被害を受けた九州が力強く復興していく決意を国等
に対して示す場として大きな意義のある大会となります。九州・沖縄はひとつとして内外に決意と団結を示す為、本県
からも是非たくさんの本会会員の皆様にご参加を頂ければと思います。また、中央会が企画するツアー旅行も下記のよ
うに計画しております。本会のツアーを利用すれば、大会参加から翌日の研修まで面倒な手配等のご負担なく参加いた
だけますので、便利なツアーのご利用も是非ご検討ください。

第58回中小企業団体九州大会が開催されます!

＜なお、組合青年部員様につきましては、九州沖縄各県の組合青年部員と交流し、絆を深める為の「青年部の集い」への参加を組み入れて、
一部青年部向けにアレンジしたツアー行程をご用意しておりますのでお問い合わせください（担当：山﨑）＞

〒840－0831
佐賀市白山二丁目１－１２　佐賀商工ビル６Ｆ
佐賀県中小企業団体中央会（担当：舛田）
ＴＥＬ ０９５２－２３－４５９８／ＦＡＸ ０９５２－２９－６５８０

 

 

 月日 行 程 宿泊地 

１日目 

 

９月８日

（木） 

◆集合時間 7：３０集合（※） 

◆集合場所 佐賀駅バスセンター  ８番のりば 

 

 

 

佐賀駅 BC ＝＝（みやま柳川ＩＣ）＝＝＝＜高速＞＝＝＝（鹿児島ＩＣ）＝  鹿児島市民文化ホール

 

 

  
                                 

＝＝                     ＝＝ ホテル＝＝夕食【天文館源氏】（懇親会） 

ホテルレクストン 

鹿児島 

 

住所：鹿児島市山之口町４− ２０ 

電話：099-222-0505 

２日目 

 

９月９日

（金） 

 

 

 

 

ホテル ＝＝＝ 無双蔵・無双庵 ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝中村晋也美術館 ＝＝＝＝ 

 

 

 

 

 

＝＝ 昼食【ＪＡ華蓮】 ＝＝＝（鹿児島北ＩＣ）＝＝＜高速＞＝＝ 佐賀駅 BC 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※現在の予定です。熊本地震による九州道への影響等により、集合時間・出発時間が変更となる場合があります。 

7:40 

17:10 18:00～

 

第 58 回中小企業団体九州大会 
13:00 ～ 16:30 

【昼食・車中弁当】 

12:30 

【酒蔵見学と試飲を楽しみ、ここでしか買

えない限定焼酎、人気商品をＧＥＴ！】

【文化勲章受章の彫刻家・中村晋也氏のアトリエに

隣接した美術館！また訪れたくなる鹿児島の新

スポットを知り、一段と鹿児島ツウに！】 

12:30 ～ 13:40

【鹿児島産の農産物を使った 

郷土料理をお楽しみください】 

14:00 17:40 

11:00 ～ 12:009:30 ～ 10:30 8:50 

■ツアー旅行

第57回大会（熊本県大会）の様子

日　時：平成28年９月８日（木）  13：00～16：30
場　所：鹿児島県鹿児島市　鹿児島市民文化ホール
主　催：九州中小企業団体中央会連合会・鹿児島県中小企業団体中央会

参加費用　38,000円（貸切バス代、宿泊費、懇親会費、昼食代等）
※九州大会、 ツアー旅行に関するお問い合わせ ・ お申し込みは下記までお願いします。
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　教育や産業、 文化など各分野において県政発展のため尽力した県政功労者を表彰する「平成
28年度県政功労者知事表彰式」が5月9日（月）、佐賀市の佐賀城本丸歴史館で開催され、「肥前
陶土工業協同組合」「佐賀県陶磁器工業協同組合」「肥前陶磁器商工協同組合」「佐賀県電器商
業組合」 本会会員4組合が受賞されました。
　なお、 受賞内容は下記のとおりです。

〇産業の振興、 雇用の促進
［産業振興］ 肥前陶土工業協同組合（嬉野市）
［産業振興］ 佐賀県陶磁器工業協同組合（有田町）
［産業振興］ 肥前陶磁器商工協同組合（有田町）

〇福祉・保健衛生、くらしの向上
　［情報通信］ 佐賀県電器商業組合（佐賀市）
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組合トピックス

不定期連載予告！

　今や説明不要、文字通りの「モンスター」アプリ『ポケモンＧＯ』。遂に日本でも配信開始となり、世界のみならず「ポケモン」の本家・
日本でも良くも悪しくも様々な旋風を巻き起こしています。説明不要と言いながら簡単に説明すると、そもそも「ポケットモンスター」
とは、「ポケモン」と呼ばれるモンスターを探して捕まえ、育成し他のポケモンと戦わせたりして楽しむ、というゲームです。勿論、ゲー
ムにはストーリーがあり最高のポケモントレーナー（ポケモンを育てる人）になる、という大きな目的はあるのですが、このポケモン
が何百種類とある為に、単に育成したりバトルしたりするだけでなく「たくさんのポケモンをコレクトする」という楽しみ方も出来る
ゲームでもあります。では、そのポケットモンスターシリーズに連なる『ポケモンＧＯ』が、既存のポケモンシリーズをも凌駕するほ
どの世界的な旋風を巻き起こし、話題になった理由は何か？というと、一つは手持ちのスマートフォンによって無料でダウンロードし、
プレイが可能だという事ですが、最大のポイントは「現実の世界」がゲームの舞台となった、という点にこそ、この大ヒットの理由が
あるわけです。
　「ゲームの世界」と「現実の世界」の橋渡しをするのが、スマートフォン上で実現させた「ＡＲ（拡張現実: Augmented Reality）
と呼ばれる技術。『ポケモンGO』の世界的ヒットを見ていると、
今や「世界の任天堂」といった呼ばれ方をされるような、世界レ
ベルの大企業にしか実現できない何やら新しい技術のようですが、
実はこのＡＲ自体は少し（数年）前から世界には普通に存在して
いる技術なのです。
　そして、なんとこのＡＲ技術により「現実世界に飛び出したＡ
Ｒキャラ」が、ポケモンより一足早く佐賀にお目見えしていたの
です！その名は「鍋島ばけね娘」ちゃん！
　本（不定期）連載では、このＡＲキャラの鍋島ばけね娘ちゃん
が佐賀のあちらこちらや、佐賀ゆかりの文物の元にお邪魔し、ゆ
るいレポートをしてくれる予定です！「ばけね娘ちゃん」と（ひょっ
としたら仲間たちの！？）活躍にご期待ください！

第０回サガモンGO!サガモンGO!

※ 佐賀発ＡＲキャラに関してご興味がある方は本会までお問合せください。

▲ウォッチ型デバイスの上に「出現」した「鍋島ばけね娘」ちゃん
Powered and copyright by Kamikaze production Inc.

熊本地震復興ボランティア活動を行いました！
佐賀東部管工事協同組合

　今年４月14日、16日に発生した熊本地震は、熊本県はもとより
九州全体を大きく揺さぶり、甚大な被害を九州地方にもたらしま
した。その中でもやはり震源地の一つである熊本県の被害は桁外
れに大きく、一刻も早いライフラインの復旧が望まれていました。
そうした中、全国管工事業協同組合連合会から地震被害対応の要
請を受けた佐賀県各地の管工事業協同組合は、それぞれの組合で
救援部隊を組織し、現地に災害ボランティア派遣を行いました。
そのうちの一つ、佐賀東部管工事協同組合では、佐賀東部水道企
業団と協力し、４月28日～５月５日にかけて青年部員を中心に６
名の組合員を応急復旧活動に派遣しました。活動に参加した組合
員の話では、地震から２週間程度が経過していたものの、現地で
はまだ余震が頻発しており、情報が混乱し的確な行動が難しかっ
たとの事。しかし、そうした中で非常に役立ったのがスマートフォ
ンで、通話機能は勿論のこと、ＧＰＳと連動した地図アプリによっ
て、指定された資材の集積場所まで迷わず辿りつく事が出来たり

と、混乱する現場でとても重宝したとの事でした。文明の利器を現場で上手に用いたボランティア活動によって、任された場所の水道
管の損傷は全て復旧させる事が出来たとの事です。

▲出動する組合員を前に、訓示を行う田中義一理事長 ▲現地での作業の一コマ。
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　去る６月2７日（金）16時半より、佐賀市松原・佐嘉神社記念館において、佐賀県中小企業団体事務局代表者
会の通常総会が開催されました。
　本会副会長である佐賀県陶磁器工業協同組合・百武龍太郎専務理事の開会の挨拶で始まった総会では、平
成2７年度事業報告・決算報告、平成28年度事業計画・予算案について審議がなされました。事業計画の中で、
平成28年度においては、参議院議員選挙、英国のＥＵ離脱問題等々、様々な変動要因が控えており、経済成
長への見通しは未だ霧の中にあるという認識の下、我々地方の中小企業が拠って立つ足下の経済基盤を確たる
ものとする為に、組合の力を最大限に発揮し、会員企業の事業を支え、その発展を促して地方経済に資する事
で、以て日本の国家目標である「地方創生」、ひいては日本経済の成長に寄与するために、今年度も講習会（研
修会）、県の内外で様々な業種業態の中小企業組織との情報交換等の事業を通じて事務局担当者の能力を高め
る事業計画案を原案通り可決いたしました。
　また、今年度は役員改選期となっており、指名推選の方法によって、下記の方々が新役員として選任されました。

　総会に続き、佐賀県産業労働部経営支援課 副課長・前田直紀様、商工組合中央金庫佐賀支店の支店長・吉
田憲太様、三井生命保険株式会社佐賀支社課長・徳光義孝様にご臨席いただき、交流懇親会が盛会に催され、
会員同士の情報交換を行い、また交流を深めました。

　業務ご多忙のなか、通常総会にご出席いただいた代表者会の会員の皆様、どうもありがとうございました。

会　長　　百武龍太郎（佐賀県陶磁器工業協同組合 専務理事）
会員数　　33名
　事務局代表者会は、事務局を持つ佐賀県内の協同組合の事務局代表者同士の交流と研鑽を目的に結成されました。
　加入等のお問い合わせは事務局0952-23-4598（中央会内・舛田）まで。

佐 賀 県 中 小 企 業 団 体 事 務 局 代 表 者 会

佐賀県中小企業団体事務局代表者会
通常総会開催!

■新役員

役　職

会　　長

副 会 長

幹　　事

幹　　事

幹　　事

幹　　事

監　　事

役職名

専務理事

事務局長

事務局長

事務局長

理 事 長

事務局長

事務局長

氏　名

百　武　龍太郎

松　尾　利　弘

轟　木　　　誠

石　丸　忠　良

伊　藤　健　一

久　富　政　幸

一ノ瀬　秀　治

組　　　　合　　　　名

佐賀県陶磁器工業協同組合

佐賀工場団地協同組合

佐賀大和工業団地協同組合

佐賀県美容業生活衛生同業組合

佐賀県中央経営コンサルタント協同組合

佐賀県物流センター協同組合

肥前陶土工業協同組合
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　佐賀県中小企業団体中央会では、各組合あるいは貴業界等において、中小企業者が対応を迫られている諸
問題について外部専門家（講師）を招いての研修会等を開催する事業に対し支援を行います。
　一回の事業での助成額相当は、事業費総額の２／３以内、上限20万円を限度とします。

　なお、本事業につきましては、事業にかかる一切の費用全額を一旦中央会が支出し、事業終了後に実施主
体（組合等）の「自己負担額」相当分を中央会から実施主体（組合等）に請求させていただき、ご負担いた
だく制度となっています。
　従って、本事業を利用する旨の申し込みをし、事業実施の決定がなされる前に、組合等実施主体が自ら直
接支出した経費や、既に実施された講習会等は対象となりませんので、ご注意ください。（遅くとも事業実
施３週間程度前までに、必ず中央会指導員にご相談ください。）
　また、 本事業では視察研修等の旅費については、補助対象となりませんので、予めご了承くださいますよ
うお願いします。

※　予算枠がありますので、基本的には先着順となります。具体的な内容・詳細な日程が決まっていない場
　合にも、是非一度お早めにご相談ください。

中央会補助事業（研修等事業）を活用しませんか!

お問い合わせは、中央会事務局まで

佐賀県中小企業団体中央会 〒８４０－０８２６
佐賀市白山二丁目1番1２号　佐賀商工ビル６階
ＴＥＬ　０９５２－２３－４５９８
ＦＡＸ　０９５２－２９－６５８０

活用例

組合員の意識改革による業界活性化の為に組合員を対象とした「講習会」を開催
したい！

講習会の開催費として、講師謝金10万円、講師旅費10万円、会場借料に５万円、
当日の資料代金として５万円（参加人数50名×千円）、合計30万円を要する。

中央会の事業によって実施すれば、総事業費30万円のうち自己負担は１/３でＯＫ！
　　　　（総事業費）　　　 　（助成部分）　       　（自己負担額）
 　　　３００，０００円 　－ 　２００，０００円　 ＝ 　１００，０００円　!

※対象経費　　講師謝金、講師旅費、会場借料、資料費、借損料
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　第40回青年中央会通常総会盛会に開催！佐青中通信 2016.08

　佐賀県中小企業青年中央会（佐賀ＵＢＡ）は、県内経済の次代を担う中小企業組合の青年経営者、若手
後継者等の育成を主な目的として昭和51年に結成されました。現在、単なる後継者育成事業に留まらずに、
互いに交流を深め意見を交換しながら、業種の垣根を超えたビジネスの創出、ビジネス・マッチングによ
る新しい経済活動の創出を目指し活動しています。本会の趣旨に賛同していただける未加入の組合青年部
がございましたら、是非加入をご検討ください。
　お問い合わせは事務局0952-23-4598（中央会内）まで。

会　長　渕上史貴（佐賀青果食品（協）青年部長、（有）渕上青果代表取締役）
会員数　37名

佐賀県中小企業青年中央会（佐賀ＵＢＡ） 公益財団法人

　去る６月29日（水）、佐賀市「ホテルマリターレ創世」において、佐賀県中小企業青年中央会（佐賀ＵＢＡ）の第40回
通常総会が開催されました。
　陣内敏彦副会長の開会の辞、渕上史貴会長の挨拶に続いて始まった議案審議では、渕上会長が議長となり平成27年度
事業報告・決算報告、平成28年度事業計画・予算案について審議がなされ原案通り可決・承認されました。また、今年
は任期２年の役員改選にあたる年となっており、役員改選が行われ、以下の方々が新役員として選出され承認されました。

（敬称略）

会　長︰渕上史貴（佐賀青果食品協同組合 青年部）、副会長︰陣内敏彦（佐賀県電気工事業工業組合 青年部会）、副会長
︰ 小田正憲（有田はなぶさ会）、副会長︰平田一成（諸富家具振興協同組合 青年部）、幹　事︰秀島健介（協同組合佐賀
逸品会 青年部）、幹　事︰吉原啓介（佐賀県貨物自動車事業協同組合青年部 青運会）、幹　事︰小林圭造（佐賀県造園協
同組合 青年部）、幹　事︰石丸孝洋（協同組合佐賀県鉄構工業会 青年部）、幹　事︰徳永弘幸（有田陶交会）、幹　事︰
赤木一成（佐賀県旅館ホテル生活衛生同業組合 青年部）、幹　事︰原田　守（佐賀県環境整備事業協同組合 青年部）、幹
　事︰ 浦川容伸（佐賀県瓦事業協同組合 青年部）、幹　事︰田島隆博（佐賀県板硝子商協同組合 青年部）、幹　事︰林
田一郎（協同組合鳥栖商工センター 若桜会）、監　事︰池田勝則（佐賀県醸造研究会）、監　事︰木下直哉（佐賀県印刷
人若楠会）

　役員改選の後、今年度創立40周年を迎える佐賀県中小企業青年中央会（佐賀ＵＢＡ）に関して、周年事業として『創
立40周年記念大会』を実施する事が議場に向けて発表され、場内異議なく原案にて実施する事が可決・決定しました。
　この後、事務局から「後継者育成等支援事業」「組合青年部研修会開催事業」の募集、中小企業組合トップセミナー、
九州大会青年部の集い等への積極参加等の同封資料の説明が行われ、特に「後継者育成等支援事業」に関しては、過去
にこの事業を利用した「佐賀東部管工事協同組合青年部」内山淳二部長より、同事業の実施報告と利用の感想を発表い
ただきました。最後に、小田正憲副会長が閉会を宣し、通常総会は無事終了しました。

　通常総会終了後、佐賀県商店街振興組合連合会との共催による今年度第１回青年部研修会（講習会）として、長崎県
からお呼びした経営研究所 ワンナップ代表で経営コンサルタントの原孝司氏から「新たな時代の価値残り戦略」をテー
マに、変化の著しい時代に次代を担う企業の代表者、後継者がどのように生き残りを図り、また企業を発展させていく
べきかについて講演いただきました。

　続く懇親会では、佐賀県 産業労働部 経営支援課課長寺島克敏様、㈱商工組合中央金庫 佐賀支店支店長吉田憲太様、
㈱日本政策金融公庫 佐賀支店支店長中谷正一様、佐賀県商工会議所青年部連合会会長黒川淳一様、佐賀県商工会青年部
連合会副会長宮原 猛様、佐賀県農協青年部協議会委員成富正司様、三井生命保険㈱ 佐賀支社支社長渡邉省二様など多数
来賓としてご臨席いただき、佐賀県商店街振興組合連合会からの参加者とともに、会員同士、あるいはご来賓の皆様含
めた参加者同士で大いに語らい交流を深めることが出来ました。
　お忙しい中に通常総会にご出席いただいた会員の皆様、どうもありがとうございました！
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公益財団法人
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景況NEWS
平成28年5〜6月分

　中央会では、県内３６業界より情報連絡員を委嘱し、毎月その業界の景況等についてご報告を頂
いております。
　ご報告いただいた平成２８年５～６月分の景況は下記の傾向を示しています。
　なお、全国中央会が取りまとめている全国の調査結果をご希望の方は本会までご連絡下さい。
全国中央会ホームページ（http://www２.chuokai.or.jp/keikyou.asp）からもご覧いただけます。

５月、６月の傾向

佐賀県内中小企業36業界の景況

　今期（5-6月期）の景況調査結果について＜前月比＞DI（全業種）をみると、主要指標である「売上高」は、５月時調
査結果ではマイナス3.4、６月時調査結果ではプラスマイナス0.0と若干上昇傾向となっている。「収益状況」に関してみ
ると、５月時調査結果マイナス20.７、６月時調査結果はマイナス3.0となり、売り上げ状況に連動してマイナス幅が縮
小となった。「業界の景況」について見ると、５月時調査はマイナス20.７と前月時調査からマイナス幅が拡大したものの、
６月時調査結果ではマイナス12.1となり、やや戻した形になった。
　一方、今期の景況調査の結果について＜前年同月比＞DI（全業種）でみた場合、主要指標の「売上高」については、
５月時調査はプラス6.9と回復傾向だったが、６月時調査結果はマイナス42.4となり、再び大きなマイナスの結果となっ
た。「収益状況」に関してみると、５月時調査結果は6.9、６月時調査結果はマイナス12.1となり、売上高の結果に連動
してマイナスとなった。結果として景況感を表す、「業界の景況」についてみると５月時マイナス20.７、６月時調査では
マイナス24.2となり、マイナス幅拡大傾向となっている。（グラフ参照）

前　　月　　比 前 年 同 月 比

→ → → DI 評価 → → → DI 評価
売上高

[DI]=[増加]-[減少]
34.5% 27.6% 37.9% −3.4% 37.9% 31.1% 31.0% 6.9%
33.3% 33.4% 33.3% 0.0% 18.2% 21.2% 60.6% −42.4%

在庫数量
[DI]=[減少]-[増加]

26.3% 73.7% 0.0% −26.3% 15.8% 63.1% 21.1% 5.3%
13.0% 69.6% 17.4% 4.4% 8.7% 73.9% 17.4% 8.7%

販売価格
[DI]=[上昇]-[低下]

10.3% 82.8% 6.9% 3.4% 20.7% 69.0% 10.3% 10.4%
9.1% 87.9% 3.0% 6.1% 12.1% 78.8% 9.1% 3.0%

取引条件
[DI]=[好転]-[悪化]

0.0% 96.6% 3.4% −3.4% 3.4% 93.2% 3.4% 0.0%
0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 3.0% 97.0% 0.0% 3.0%

収益状況
[DI]=[好転]-[悪化]

6.9% 65.5% 27.6% −20.7% 13.8% 79.3% 6.9% 6.9%
15.2% 66.6% 18.2% −3.0% 12.1% 63.7% 24.2% −12.1%

資金繰り
[DI]=[好転]-[悪化]

0.0% 89.7% 10.3% −10.3% 3.4% 93.2% 3.4% 0.0%
9.1% 81.8% 9.1% 0.0% 3.0% 87.9% 9.1% −6.1%

設備操業度
[DI]=[上昇]-[低下]

16.7% 66.6% 16.7% 0.0% 16.7% 66.6% 16.7% 0.0%
13.3% 73.4% 13.3% 0.0% 6.7% 73.3% 20.0% −13.3%

雇用人員
[DI]=[増加]-[減少]

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 3.4% 93.2% 3.4% 0.0%
3.0% 94.0% 3.0% 0.0% 9.1% 84.8% 6.1% 3.0%

業界の景況
[DI]=[好転]-[悪化]

3.4% 72.5% 24.1% −20.7% 6.9% 65.5% 27.6% −20.7%
6.1% 75.7% 18.2% −12.1% 6.1% 63.6% 30.3% −24.2%

●DI［景気動向指数］値（全業種） 上段が5月分、下段が6月分

（調査票取りまとめ：平成28年７月13日　情報連絡員総数36名：５月回答数29名：回答率80．6％、６月回答数33名：回答率91．７％）

　 =良い（DI>30%）、　 =やや良い（30%≧DI>10%)、　 =変わらない（10%≧DI>-10%)
　 =やや悪い（-10%≧DI>-30%)、　 =悪い(DI≦-30%)
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< 業 界 通 信 >

■佐賀県菓子工業組合　理事長　中原正博　氏
　先月の連休後頃から菓子の需要は勢いはなく、６
月においても減少傾向になっている。梅雨時期の雨
や湿度、暑さなど天候も重なり、例年より売り上げ
が厳しいと言う所が多い。
　全体のコストは高止まりで、経営環境の見直しが
必要だが、現状では中々解消できていない。  
   

■嬉野茶商工業協同組合　理事長　井上真一郎　氏
　６月初旬より２番茶の仕上がりが始まり、ほぼ６
月いっぱいで２番茶仕入は終了する。前年より下級
茶の仕入相場はやや高かった。その要因としては下
級茶の在庫不足である。ペットボトル、ティーパッ
ク、粉末茶の需要は前年より上回っているが、中・
上級茶の落ち込みがなかなか回復しない事と熊本地
震の影響もあり、業界全体の景況はあまりよくない。

■諸富家具振興協同組合　事務局長　林田　茂　氏
　売上高は前月比、前年比ともに減少している組合
員も多く、企業間でバラついている。

　また、前年比では在庫数量の減少、設備操業度の
低下、雇用人員が減少した組合員も多い。

■佐賀県陶磁器工業協同組合　専務理事　百武龍太郎　氏
　共販は前年比123％と前年越えを維持していま
す。前年の数字の反動の需要もありますが、上位商
社の活躍での好調であることは否めません。400年
事業に不参加の商業者が健闘していることは、商圏
の混乱が起こらない形で相乗効果が生まれる事を望
みます。
　

■肥前陶土工業協同組合　事務局　一ノ瀬秀治　氏
　 ６ 月 の 陶 土 共 同 販 売 高 は 、対 前 年 同 月 比 約
113．8％、対前月比約111．7％で推移する見込み。
昨年９月の陶土価格改定により、平均15％前後価格
が上昇した事から考えると荷動き自体は前年並みか
やや下回ったのではないかと思われる。有田焼創業
400年事業の特需を多少期待していたのだが、今の
所そこまでの動きは感じとれないでいる。しかし状
況は決して悪くないので、次の世代へ繋げる為にも
この機に人材の確保、育成が急務だと感じている。
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編集雑記

これからの行事・イベント

　組合や組合員企業で行うイベントや行事など、県一円に広く告知したいものがありまし

たら中央会連携企画部までご一報ください！

■鳥栖商工センター　部長　松雪大輔　氏
　特に目立った動きはないように思います。

■肥前陶磁器商工協同組合　専務理事　藤　雅友　氏
　前月比103.7％、前年比90.09％。
　消費者動向の飽和の時代ということもあってか、
今迄良かった従来のやり方が通用しないので、需要
と供給のギャップが出来、数字としても二極化の顕
著な数字が見られる。

■佐賀青果食品協同組合　理事長　岩永敏機　氏
　人参は生育にばらつきがあり、入荷が少なく高く
なった。佐賀産の玉ねぎに「べと病」が蔓延し、腐
れが発生して大玉の入荷も減り、大幅に高くなった。
ラッキョウ、梅も入荷量が少なく、例年より高値と
なった。胡瓜、トマト等他の野菜は生育が順調で入
荷が増えて値下がりした。輸入フルーツはほぼ前月
と変わらなかったが、バナナだけはフィリピンの干
ばつ被害とバナナの木を枯らす「パナマ病」の被害
及び品薄となり高かった。今年の梅雨は雨の日が多
く、時に大雨が降ったので来客が少なく売行きは悪
かった。

■佐賀鮮魚買受人協同組合　理事　坂田重利　氏
　昨年に比べて売上額が減少した。月の中旬から後
半にかけて入荷量が減少し、売上金額が減少した。
鮮魚、丸ものの買い控えが目立った一ヶ月だった。

■佐賀県自動車整備商工組合　専務理事　保利昌宏　氏
　「不正改造車を排除する運動」が平成28年６月１
日から30日までの一ヶ月間、国土交通省が定めた実
施要領に基づき全国的に展開された。
　当組合においても、業界の信頼を確保するため、
不正改造車の排除、不正改造防止の徹底に、なお一
層強力に取組む必要から、各組合員各位の参加をお
願いし、本運動の周知徹底を図った。

■佐賀県クリーニング生活衛生同業組合　理事長　坂本豊美　氏
　梅雨のシーズンの最中ということもあり、おあず
かりした商品（急ぎ物は別）が売上に繋がらないの
で、なかなか厳しいです。

■佐賀県美容業生活衛生同業組合　事務局長　石丸忠良　氏
・６月は天候不順のため客足が鈍化、特に月末の週
　に雨天が続いたため前月及び前年ともに減少した。

・総体的に、業界の景況は厳しく、先行きの見通し
　が立たないため店舗の改装等の設備を先送りする
　声が目立っている。

■佐賀県建設工業協同組合　常務理事　川副健治　氏
　平成28年６月の公共事業は、前年同月比では件数
は18.8%の増、前月比で84.6の増、請負額において
は前年同月比3.1％の減、前月比1.7％の増となって
いる。
　平成28年５月の住宅着工は、戸数では前年同月比
は45.8％の増、前月比で95.7％の増、請負額では
前年同月比は32.3％の増、前月比で19.6％の減と
なっている。

■佐賀東部管工事協同組合　事務局長　本田健一　氏
　今月も前年に較べると、工事発注額は少ない方で
はなかったが、先月の発注額が予想以上に高額で
あった。今後も例年並みの工事受注は期待できると
思われる。

■佐賀県貨物自動車事業協同組合　専務理事　志波弘道　氏
（１）閑散月ではあるが例年に増して荷動きが悪かっ
　　た。

（２）天候不順にも影響を受けた。 
（３）地場、長距離共に低迷した。
（４）軽油価格は、先月も若干上げ基調にあり、今後
　　の推移に関心が高い。

14



編集雑記

これからの行事・イベント

　組合や組合員企業で行うイベントや行事など、県一円に広く告知したいものがありまし

たら中央会連携企画部までご一報ください！

組
合
等

◎第45回佐賀城下栄の国まつり
日　　時：８月６日(土)〜８月７日(日） 
場　　所：佐賀市　佐賀駅前中央通
お問合せ：佐賀城下栄の国まつり振興会事務局　TEL 0952-40-7111
概　　要：第45回目となる、佐賀市最大の夏まつり！JR佐賀駅から県庁、佐賀城まで続く佐賀市中央大通りが一大歩行者天国となって、パ

レードや総おどりなど佐賀市民あげての熱い祭りが繰り広げられます！是非足をお運びください。

◎大川内山風鈴祭り
日　　時：〜８月31日(水） 
場　　所：伊万里市　大川内山(窯元群)
お問合せ：伊万里鍋島焼会館　TEL0955-23-7293
概　　要：秘陶の里・大川内山の窯元が、それぞれの伝統の技を駆使して作る、繊細にして華麗な美しい風鈴。その透明な音色は、私たち

を夏へと誘ってくれます。魅力のある作品が楽しめる「風鈴まつり」が今年も８月31日まで開催されています。

◎うれしカーニバル
日　　時：８月10日(水) 
場　　所：嬉野市　嬉野温泉本通り商店街
お問合せ：嬉野温泉本通り商店街　TEL 0954-43-1115
概　　要：翌11日に開催される「嬉野温泉夏祭り」の前夜祭として商店街を中心に開催される恒例行事です。道踊り等で商店街が賑わいます。

◎うれしの晩夏
日　　時：８月26日(金)〜８月31日(水） 
場　　所：嬉野市　和多屋別荘
お問合せ：和多屋別荘　TEL 0954-42-0210
概　　要：嬉野温泉 和多屋別荘を舞台に、地元の名産品を楽しめる「嬉野晩餐会」「嬉野茶寮」「吉田焼ミュージアム」の３つの企画が開催さ

れます。
　　　　　このうち「吉田焼ミュージアム」は、９時〜22時迄、入場無料！この機会に、温泉を楽しみ、嬉野にある秘窯・肥前吉田焼の世

界を堪能してみてはいかがですか。

◎「究極の器で佐賀の食」イベント
日　　時：８月11日(木)〜９月25日(日) 
場　　所：有田町　九州陶磁文化館
お問合せ：佐賀県有田焼創業400年事業推進グループ　TEL 0952-25-7231
概　　要：有田焼400年事業の一環として、「九州陶磁文化館」に期間限定の特別なレストランがオープン！人間国宝や三右衛門の手による
　　　　　「究極の器」で、佐賀の食材をふんだんに使った食事が提供され、「今だけの」特別な食体験ができます。

◎第33回 富士町古湯映画祭
日　　時：９月17日(土)〜９月19日(月) 
場　　所：佐賀市富士町　フォレスタふじ
お問合せ：佐賀市富士支所総務・富士町古湯映画祭実行委員会事務局　TEL 0952-58-2111
概　　要：すっかりお馴染みとなった、富士の大自然の中での一大映画祭。
　　　　　毎年統一テーマを掲げ、それに沿った映画を放映。温泉街が会場なので、無料開放温泉もあり！是非お誘いあわせの上ご来場く

ださい。

◎第58回中小企業団体九州大会
　　日　　時：９月８日(木）
　　場　　所：鹿児島県鹿児島市　「鹿児島市民文化ホール」
　　お問合せ：佐賀県中小企業団体中央会（舛田）　TEL 0952-23-4598　
　　概　　要：九州・沖縄各県の中小企業団体が一堂に会し、英知の結集と団結の強化を図り、自らの決意を内外に表明するとともに、国

　　等に対して、中小企業の安定と発展を図るための実効ある諸政策の確立を要請し、それらの実現を強力に推進することを目
　　的として開催される九州大会。２年ぶりの今回は、熊本地震から立ち上がる九州産業界の力を内外に広く見せる為にも、是
　　非本県からもたくさんのご参加お願いします。

◎青年部の集い（青年中央会）
日　　時：９月８日(木)　17：30〜19：30
場　　所：鹿児島県鹿児島市　「鹿児島サンロイヤルホテル」
お問合せ：中央会連携企画部（山﨑）　TEL 0952-23-4598
概　　要：昨年度は沖縄県で開催された「青年部の集い」が今年は中小企業団体九州大会の開催に併せて鹿児島県にて開催！ 集いに参加し
　　　　　「九州・沖縄は一つだ」という気持ちを更に高めて九州沖縄各県青年部の若手達とより大きな絆を作りましょう。今年は熊本地震

からの九州復興の為にも、九州産業界の若い力を結集するターニングポイントとなるのではないでしょうか。若手経営者・後継
者にとっては非常に意義のある行事となっております。各組合青年部の皆様は奮ってご参加ください！

中
央
会

　「ポケモンＧＯ」が世界で配信され、日本はもとより世界で様々な旋風
を巻き起こしています。本誌記事にも触れていますが、ＡＲそのものは
決して新しい技術ではありません。ポケモンＧＯの成功は、「ポケットモ
ンスター」というそのタイトルそのものが要因だといっても過言ではあ
りません。しかし、ビッグタイトルによってとはいえ、「ＡＲはこう使う
のだ」という一つの形を世界的に印象付けたのは間違いありません。か
つて欧米のロックンロールが世界を変えたように、今や日本発のコンテ
ンツが世界の様子を一変させていく時代、こうした時代に我々は居るの
だという視点を忘れずに、既存の思考の枠を超越した新たな発想のロー
カルビジネスへの取組が、我が佐賀県からたくさん登場する事を期待し
たいと思います。（Ｍ）

組合活性化情報誌 　Link リンク　NO.216
平成28年７月31日発行

佐賀県中小企業団体中央会
〒840-0826　佐賀市白山2丁目1番12号

佐賀商工ビル6階
TEL.0952-23-4598   FAX.0952-29-6580

URL http://www.aile.or.jp　E-mail staff@aile.or.jp
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シンプルでわかり易く納得の共済掛金

県共済の各種プラン

営利でなく、相互の扶け合いを目的に。

自動車総合共済
MAP

Mutual Automobile Policy

企業の経営者、従業員、ご家族の皆様にお役に立ちます。

建物等の災害には
○火災共済
○休業補償共済

ケガや病気には
○生命傷害共済
○医療総合保障共済
○傷害総合保障共済
○所得補償共済
○労働災害補償共済

車の事故には
○自動車総合共済
○自動車事故費用共済

〒840－0826　佐賀市白山二丁目１番12号
佐賀県火災共済協同組合
TEL0952－24－6984　FAX0952－24－6907

お問合せ・お申し込みは　佐賀県中小企業団体中央会

企業の経費節減、個人の家計費の軽減にお役にたつ共済事業
今、注目されています。




